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都
農
業
会
議
と
農
業
委
員
会
地

区
協
議
会
・
連
合
会
は
「
第
66
回

東
京
都
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大

会
」
を
令
和
７
年
２
月
20
日
（
木
）、

昭
島
市
の
Ｆ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
ホ
ー
ル

（
昭
島
市
民
会
館
）
で
開
催
し

ま
す
。

大
会
で
は
、
都
内
の
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
等
が
一
堂
に
会
し
、
①
東
京

農
業
の
確
立
に
関
す
る
要
望
に

つ
い
て
、
②
都
市
農
業
振
興
と

都
市
農
地
保
全
に
関
す
る
要
望

に
つ
い
て
、
③
農
業
委
員
会
活

動
の
積
極
的
推
進
に
関
す
る
決

議
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
協
議

し
ま
す
。

ま
た
、
記
念
行
事
と
し
て
顕

彰
事
業
や
功
労
者
等
の
表
彰
式

を
行
い
ま
す
。

第
66
回
東
京
都
農
業
委
員
会
・

農
業
者
大
会
を
開
き
ま
す

都
議
会
各
会
派
へ
要
請
活
動
を
実
施

理
事
選
任
お
よ
び
令
和
７
年
度
事
業
・

予
算
構
想
な
ど
に
つ
い
て
協
議

第
２
回
臨
時
総
会
・
事
業
推
進
協
議
会
開
く

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
に
充
実
し

て
穏
や
か
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
私
は
例
に
よ
っ
て

正
月
休
み
は
海
外
踏
破
で
し
た
。

昨
年
は
皆
様
の
ご
努
力
・
ご
協

力
も
あ
っ
て
東
京
都
で
は
充
実
し

た
予
算
を
つ
け
て
頂
き
ま
し
た
。

し
か
し
地
価
が
高
騰
す
る
東
京

で
は
相
続
を
機
に
農
地
が
失
わ
れ

る
傾
向
が
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
い

ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど

他
の
先
進
国
で
は
強
力
な
農
業
保

護
政
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が

日
本
の
場
合
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分

新
年
に
あ
た
っ
て

（
一
社
）
東
京
都
農
業
会
議　

会
長　
　

青
山　

佾

で
あ
り
、
農
家
の
宅

地
部
分
を
相
続
税
猶

予
制
度
の
対
象
と
す

る
な
ど
粘
り
強
く
国

に
働
き
か
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

誤
解
を
恐
れ
ず
に

言
え
ば
米
価
の
高
騰

や
一
部
野
菜
価
格
の

一
時
的
な
上
昇
も
原
材
料
や
資
源
価

格
の
上
昇
が
あ
る
中
で
は
当
然
の

こ
と
で
あ
り
営
農
を
継
続
で
き
る

農
産
物
価
格
を
形
成
す
べ
き
で
す
。

害
獣
対
策
も
個
々
の
農
家
に
任
せ

る
の
で
な
く
動
物
の
種
類
別
に
適

正
生
息
限
界
数
を
定
め
る
な
ど
し

て
広
域
的
な
駆
除
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
多
く
の
課
題
に
今
年

も
皆
様
の
ご
指
導
を
得
て
取
り
組

ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

青山 佾 会長

第２回臨時総会の様子

都
農
業
会
議
は
11
月
19
日
に
主

婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
（
千
代
田
区
）

に
お
い
て
令
和
６
年
度
第
２
回
臨

時
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

議
事
と
し
て
、
欠
員
と
な
っ
て

い
た
理
事
１
名
の
補
充
選
任
を
行

い
、
青
梅
市
農
業
委
員
会
長
の
加

藤
仁
志
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
臨
時
総
会
終
了
後
に
は
令

和
５
年
度
第
２
回
事
業
推
進
協
議

会
を
開
き
ま
し
た
。

会
員
に
向
け
て
東
京
都
農
業
会

議
の
令
和
７
年
度
事
業
・
予
算
の

構
想
や
会
費
に
つ
い
て
説
明
す
る

と
と
も
に
、
令
和
６
年
度
下
半
期

の
農
業
委
員
会
・
農
業
会
議
提
携

活
動
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
事
業
構
想
で

都
農
業
会
議
は
、
こ
の
ほ
ど
青

山
佾
会
長
、
松
本
一
宏
副
会
長
を

は
じ
め
、
都
農
業
会
議
の
理
事
を

務
め
る
地
区
農
業
委
員
会
協
議

会
・
連
合
会
の
代
表
に
よ
る
東
京

都
議
会
の
各
会
派
へ
の
要
請
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

要
請
活
動
で
は
、
東
京
都
農
業

会
議
の
臨
時
総
会
で
決
議
し
た

は
、
市
街
化
区
域
に
お
い
て
生
産

緑
地
の
貸
借
に
よ
る
利
活
用
促
進

に
取
り
組
む
こ
と
や
、
市
街
化
区

域
以
外
で
は
目
標
地
図
や
地
域
計

画
づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援
す
る

こ
と
な
ど
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

「
東
京
都
の
農
業
振
興
・
農
地
保

全
施
策
に
関
す
る
意
見
」
の
内
容

の
実
現
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
と
く
に
相
続

税
の
影
響
で
農
地
が
減
少
し
て
い

る
現
状
に
つ
い
て
、
そ
の
対
策
と

し
て
、
農
作
業
用
の
施
設
な
ど
営

農
に
必
要
な
宅
地
内
の
施
設
に
も

納
税
猶
予
制
度
が
適
用
さ
れ
る
よ

う
国
に
強
く
働
き
か
け
て
ほ
し
い

と
の
要
望
を
伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、
農
地
を
区
市
町
村
が
買

い
取
れ
る
環
境
づ
く
り
な
ど
、
都

独
自
の
施
策
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
意
見
書
に
あ
る
東

京
の
農
業
・
農
地
が
次
世
代
へ
継

承
さ
れ
、
そ
の
多
面
的
機
能
・
役

割
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
東

京
独
自
の
施
策
に
つ
い
て
、
実
現

を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

東
京
都
農
業
会
議
情
報
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○
理
事
会

11
月
19
日
に
千
代
田
区
の
主

婦
会
館
で
理
事
会
を
開
い
た
。

議
事
で
あ
る
①
常
設
審
議
委

員
（
１
名
）
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
青
梅
市
農
業
委
員
会
の
加

藤
仁
志
会
長
が
選
任
さ
れ
、
②

一
般
社
団
法
人
東
京
都
農
業
会

議
諸
規
程
の
改
正
を
賛
成
多
数

で
決
定
し
た
。

○
第
８
回
常
設
審
議
委
員
会

理
事
会
に
引
き
続
き
、
第
８

回
常
設
審
議
委
員
会
を
開
い

た
。報

告
事
項
と
し
て
、
①
東
京

都
か
ら
農
地
法
第
４
条
・
第

５
条
の
農
地
転
用
許
可
（
10

月
）
の
状
況
（
第
４
条
１
件

１
，
７
５
０
㎡
・
第
５
条
３
件

４
，
５
３
７
㎡
）
、
②
農
業
会

議
か
ら
農
地
中
間
管
理
権
の
取

得
と
使
用
収
益
権
の
設
定
・
移

転
（
11
月
）
の
状
況
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
っ
た
。

○
第
９
回
常
設
審
議
委
員
会

12
月
17
日
に
渋
谷
区
の
Ｊ
Ａ

東
京
南
新
宿
ビ
ル
で
第
９
回
常

設
審
議
委
員
会
を
開
い
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
①
東
京

都
か
ら
農
地
法
の
第
４
条
・
第

５
条
の
農
地
転
用
許
可
（
11

月
）
の
状
況
（
第
４
条
１
件

１
，
３
５
１
㎡
・
第
５
条
１
件

９
９
６
㎡
）
、
②
農
業
会
議
か

ら
農
地
中
間
管
理
権
の
取
得
と

使
用
収
益
権
の
設
定
・
移
転

（
12
月
）
の
状
況
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
っ
た
。

理

事

会
・
常

設

審

議

会

だ

よ

り

　

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

（
沖
山
慶
孝
会
長
＝
八
丈
町
）
は

こ
の
ほ
ど
東
京
都
議
会
の
三
宅
正

彦
議
員
へ
の
要
請
活
動
を
行
い
、

沖
山
会
長
、
石
野
正
幸
会
長
（
新

島
村
）
、
加
藤
大
樹
会
長
（
利
島
村
）

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

要
請
活
動
で
は
、
島
し
ょ
農
業

委
員
会
・
農
業
者
大
会
で
決
議
し

た
「
島
し
ょ
農
業
振
興
施
策
に
関

す
る
要
望
」
の
内
容
の
実
現
を
要

請
す
る
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

　

特
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に

荒
廃
農
地
を
譲
渡
も
し
く
は
10
年

以
上
無
償
で
貸
し
付
け
る
場
合

　

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

（
沖
山
慶
孝
会
長
＝
八
丈
町
）
は
、

11
月
20
日
・
21
日
に
八
丈
町
に
て

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会
現
地

研
究
会
を
開
き
、
島
し
ょ
７
町
村

か
ら
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
 

本
研
究
会
は
、
島
し
ょ
地
域
の

連
携
を
深
め
、
八
丈
町
の
農
業
や

農
業
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
現
地

研
究
す
る
も
の
で
、
20
日
は
、
八

丈
町
役
場
に
て
同
協
議
会
の
活
動

状
況
や
目
標
地
図
の
作
成
状
況
を

確
認
し
、
来
年
度
の
活
動
に
つ
い

に
、
同
機
構
が
当
該
農
地
を
再
生

し
、
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
事
業

の
創
設
に
つ
い
て
、
実
現
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
主
な
要
望
内

容
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。

・
島
し
ょ
農
業
振
興
施
策
の
拡
充

・
価
格
高
騰
対
策
等
の
強
化

・
鳥
獣
害
対
策
の
強
化

・
農
地
の
保
全
と
利
活
用
対
策

・
担
い
手
の
育
成
・
確
保
支
援

・
農
産
物
流
通
等
へ
の
支
援

・
災
害
に
強
い
農
業
の
構
築
に
向

け
た
支
援

・
農
業
改
良
普
及
事
業
等
の
強
化

・
農
業
関
係
組
織
等
へ
の
支
援

て
協
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
規
就
農
者
を
育
成

す
る
担
い
手
育
成
研
修
セ
ン
タ
ー

を
訪
ね
、
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
な
ど
の

切
り
葉
を
栽
培
す
る
浅
沼
壮
さ
ん

よ
り
、
島
し
ょ
で
栽
培
を
続
け
て

い
く
た
め
の
工
夫
な
ど
を
伺
い
ま

し
た
。

　

21
日
は
、
畜
産
振
興
に
寄
与
す

る
ふ
れ
あ
い
牧
場
や
町
の
伝
統
工

芸
品
で
産
業
で
も
あ
る
黄
八
丈
の

工
房
を
現
地
研
究
し
ま
し
た
。

　

全
国
農
業
会
議
所
（
國
井
正
幸

会
長
）
は
、
11
月
28
日
に
文
京
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
６
年

度
全
国
農
業
委
員
会
会
長
代
表
者

集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

代
表
者
集
会
で
は
、
国
へ
の
要

請
内
容
の
決
定
、
農
業
委
員
会
活

動
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
者
集
会
の
終
了
後
、
衆
議

院
第
１
議
員
会
館
に
て
、
東
京
都

選
出
の
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

都
内
の
農
業
委
員
会
長
な
ど
約

30
人
が
出
席
し
、
左
記
の
国
会
議

員
が
出
席
し
ま
し
た
（
選
挙
区
順
、

代
理
出
席
等
含
む
）
。

石
原
宏
高　

衆
議
院
議
員

大
西
洋
平 

 

衆
議
院
議
員

松
本
洋
平　

衆
議
院
議
員

木
原
誠
二　

衆
議
院
議
員

井
上
信
治　

衆
議
院
議
員

長
島
昭
久　

衆
議
院
議
員

　

ま
た
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、

農
林
水
産
省
都
市
農
業
室
と
国
土

交
通
省
都
市
局
の
担
当
職
員
も
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
相
続
な
ど
を
契
機
と

す
る
農
地
の
減
少
や
新
規
就
農
、

島
し
ょ
地
域
の
農
業
振
興
な
ど
に

つ
い
て
、
幅
広
く
活
発
に
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

島
し
ょ
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る
要
請
活
動

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

八
丈
町
の
農
業
振
興
や
新
規
就
農
な
ど
研
究

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会
現
地
研
究
会

相
続
に
よ
る
農
地
の
減
少
な
ど
農
業
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

東
京
都
選
出
の
国
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
開
く

調整作業等について説明する浅沼壮さん（左）

意見交換の様子
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都
農
業
会
議
は
、
12
月
13
日
、

農
地
利
用
の
最
適
化
な
ど
の
研
究

を
目
的
に
農
地
流
動
化
現
地
見
学

会
を
開
き
、
市
町
村
の
農
業
委
員

や
事
務
局
職
員
な
ど
約
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

最
初
に
、
瑞
穂
町
で
就
農
し
た

林
貫
太
郎
さ
ん
の
ほ
場
を
見
学
し

ま
し
た
。
夏
の
高
温
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
に
よ
る
被
害
を
乗
り
越
え
、
工

夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
露
地
野
菜
を

生
産
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
立
川
市
で
市
独
自
の
農
地

バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
て
就
農
し

た
林
邉
詩
乃
さ
ん
の
ほ
場
を
見
学

し
ま
し
た
。

最
後
に
、
小
平
市
で
生
産
緑
地

を
借
り
受
け
、
ハ
ウ
ス
で
シ
イ
タ

ケ
や
キ
ク
ラ
ゲ
の
菌
床
栽
培
を
行

う
石
井
翼
さ
ん
の
経
営
を
見
学
し

ま
し
た
。

各
見
学
先
で
、
新
規
就
農
者
の

取
組
み
や
課
題
を
共
有
し
、
農
地

利
用
最
適
化
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

　

本
年
度
も
８
月
～
10
月
を
「
農
地

保
全
・
利
活
用
促
進
月
間
」
に
設
定

し
、
農
地
利
用
状
況
調
査
を
通
じ
て
、

農
地
の
保
全
と
利
活
用
の
促
進
に
、

全
都
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
あ
わ
せ
都
市

農
地
貸
借
円
滑
化
法
や
農
地
中
間
管

理
事
業
な
ど
の
農
地
制
度
の
周
知
や

活
用
の
促
進
を
図
る
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

都
内
の
各
地
区
の
状
況
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。

区
内
地
区

　

地
区
全
体
と
し
て
、
概
ね
良
好
に

管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

足
立
区
で
は
、
今
後
の
特
定
生
産

緑
地
の
指
定
の
周
知
な
ど
も
並
行
し

て
行
い
ま
し
た
。

西
多
摩
地
区

　

福
生
市
や
羽
村
市
で
は
、
課
税
課

や
都
市
計
画
課
な
ど
と
連
携
し
調
査

を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
羽
村
市
で
は
、
調
査
中
の

働
き
か
け
に
よ
り
、
生
産
緑
地
の
貸

借
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
実
現
し
ま
し

た
。

南
多
摩
地
区

　

八
王
子
市
や
町
田
市
で
は
、
評
価

基
準
な
ど
を
活
用
し
、
効
果
的
に
調

今
年
度
、
都
内
で
は
14
市
町
村
、

21
地
区
で
地
域
計
画
を
策
定
す
る

見
込
み
で
す
。

そ
の
う
ち
、
令
和
６
年
12
月
末

ま
で
に
農
地
所
有
者
・
担
い
手
へ

の
意
向
調
査
が
完
了
し
、
協
議
を

実
施
し
た
地
区
が
20
地
区
、
関
係

機
関
へ
の
意
見
聴
取
を
実
施
し
た

地
区
は
７
地
区
、
説
明
会
を
実
施

し
た
地
区
は
２
地
区
で
し
た
。

協
議
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

都
農
業
会
議
で
は
、
都
市

農
地
貸
借
円
滑
化
法
（
以
下
、

円
滑
化
法
）
の
状
況
に
つ
い

て
調
査
し
、
と
り
ま
と
め
ま

し
た
（
令
和
６
年
９
月
末
日

現
在
）
。

円
滑
化
法
に
よ
る
農
業
者

な
ど
へ
の
貸
付
は
都
全
体
で

３
２
８
件
、
５
７
・
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
。
そ
の
う
ち
47
％
が

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
適
用

農
地
で
す
。
ま
た
、
内
訳
と

し
て
は
賃
貸
借
が
16
％
、
使

用
貸
借
は
84
％
で
し
た
。

生
産
緑
地
で
の
市
民
農
園

の
開
設
は
都
全
体
で
１
３
８

件
、
１
８
・
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

そ
の
う
ち
45
％
が
相
続
税
納

税
猶
予
制
度
適
用
農
地
で
し

た
。
開
設
者
の
内
訳
と
し
て

は
、
農
地
所
有
者
が
全
体
の

38
％
で
、
最
も
多
く
を
占
め

て
い
ま
す
。

査
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
稲
城
市
で
は
、
事
前
調
査

を
実
施
し
、
よ
り
効
率
的
に
調
査
を

進
め
ま
し
た
。

北
多
摩
北
部
地
区

　

概
ね
良
好
に
耕
作
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

西
東
京
市
や
清
瀬
市
で
は
、
課
税

課
や
都
市
計
画
課
等
と
連
携
し
、
調

査
を
進
め
ま
し
た
。

北
多
摩
南
部
地
区

　

概
ね
良
好
に
耕
作
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

武
蔵
野
市
で
は
、
農
家
の
事
情
に

あ
わ
せ
て
、
対
面
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
ま
し
た
。

北
多
摩
西
部
地
区

　

概
ね
良
好
に
耕
作
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

立
川
市
で
は
、
調
査
の
結
果
に

よ
っ
て
、
農
地
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を

促
し
、
登
録
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

島
し
ょ
地
区

　

地
区
全
体
と
し
て
、
調
査
の
機
会

に
、
多
く
の
農
業
者
か
ら
相
談
に
対

応
し
ま
し
た
。

　

八
丈
町
で
は
、
農
地
の
状
況
を
５

段
階
で
評
価
し
、
有
効
活
用
に
繋
が

る
よ
う
に
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

シ
ョ
ン
方
式
を
採
用
し
た
地
区
が

６
地
区
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

を
採
用
し
た
地
区
が
４
地
区
、
車

座
で
開
催
し
た
地
区
が
３
地
区
、

そ
れ
ら
を
併
用
し
て
開
催
し
た
地

区
が
７
地
区
で
し
た
。

各
市
町
村
・
農
業
委
員
会
で
は
、

１
月
以
降
も
協
議
や
関
係
機
関
へ

の
意
見
聴
取
、
説
明
会
の
実
施
を

予
定
し
て
お
り
、
地
域
計
画
案
の

縦
覧
（
２
週
間
）
を
経
て
策
定
期

限
で
あ
る
３
月
末
ま
で
に
地
域
計

画
の
策
定
・
公
告
を
目
指
し
ま
す
。

策
定
後
も
１
年
ご
と
に
地
域
計

画
の
見
直
し
・
更
新
を
行
う
た

め
、
10
年
後
の
地
域
農
業
の
あ
り

方
や
、
担
い
手
な
ど
に
つ
い
て
継

続
的
に
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

新
規
就
農
者
に
よ
る
農
地
の
利
活
用
を
研
究

農
地
流
動
化
現
地
見
学
会
を
開
く

地
域
計
画
の
策
定
に
向
け
各
地
で
協
議
す
す
む

農
地
保
全
・
利
活
用
促
進
月
間
の
活
動
状
況

都
市
農
地
貸
借

円
滑
化
法
の
状
況

シイタケの菌床栽培について説明する石井さん（左）
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１
月
～
３
月
の
日
程

１
・
10 

㈮ 

区
内
地
区

１
・
14 

㈫ 

西
多
摩
地
区

１
・
16 

㈭ 

島
し
ょ
地
区

１
・
17 

㈮ 

常
設
審
議
委
員
会

１
・
21 

㈫ 

南
多
摩
地
区

１
・
23 

㈭ 

北
多
摩
北
部
地
区

１
・
27 

㈪ 

北
多
摩
南
部
地
区

１
・
29 

㈬ 

北
多
摩
西
部
地
区

１
・
31 

㈮ 

農
業
委
員
会
活
動
研
究
会

２
・
５ 

㈬ 

組
織
活
動
検
討
委
員
会

２
・
12 

㈬ 

理
事
会

２
・
12 

㈬ 

常
設
審
議
委
員
会

２
・
12 

㈬ 

大
会
運
営
委
員
会

２
・
20 

㈭ 

第
66
回
農
業
委
員
会
・
農
業
者
大
会

３
・
７ 

㈮ 

主
任
職
員
協
議
会

３
・
７ 

㈮ 

都
職
研
役
員
会

３
・
17 

㈪ 

通
常
総
会

３
・
17 

㈪ 

常
設
審
議
委
員
会

　

12
月
12
日
、
都
農
業
会
議
と
都

農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
、
（
公
財
）

東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団
、
東

京
都
消
費
者
月
間
実
行
委
員
会

都
農
業
会
議
は
、
12
月
20
日
に

都
内
新
規
就
農
者
の
勉
強
会
を
開

き
、
新
規
就
農
者
な
ど
34
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
地
域
座
談
会
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。

国
分
寺
市
農
委
会
（
鈴
木
秀
男

会
長
）
で
は
、
11
月
に
２
地
域
で

開
き
、
制
度
の
説
明
の
ほ
か
、
実

際
に
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
に

よ
り
生
産
緑
地
を
借
り
受
け
た
若

手
農
業
者
よ
り
「
規
模
拡
大
に
よ

り
生
産
力
が
あ
が
っ
た
」
な
ど
の

報
告
が
さ
れ
、
相
続
を
経
験
し
た

な
ど
の
農
業
委
員
か
ら
は
「
相
続

に
備
え
る
大
切
さ
」
が
話
さ
れ
ま

　

都
農
業
会
議
は
都
農
業
経
営
者

ク
ラ
ブ
（
吉
野
光
政
会
長
）
と
の

共
催
で
12
月
12
日
に
認
定
農
業
者

等
担
い
手
連
絡
会
議
を
ホ
テ
ル
エ

ミ
シ
ア
東
京
立
川
で
開
き
ま
し

た
。

　

本
連
絡
会
議
に
は
、
区
市
農
業

経
営
者
ク
ラ
ブ
代
表
や
区
市
認
定

農
業
者
組
織
代
表
な
ど
48
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

「
農
畜
産
物
の
価
格
形
成
」
を

テ
ー
マ
に
補
助
事
業
の
紹
介
お
よ

び
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
再
生
産
可
能
な
価
格
で
下
限

を
設
定
し
て
欲
し
い
」
と
い
う
野

は
じ
め
に
、
株
式
会
社
ｃ
ｏ
ｒ
ｏ
ｔ

の
代
表
取
締
役
峯
岸
祐
高
さ
ん
が

「
販
路
開
拓
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
販
売
先
の
設
定
や
出
荷
調
整
、

集
荷
等
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
後
の
現
地
研
究
会
で
は
、

は
じ
め
に
青
梅
市
の
新
規
就
農
者

奥
薗
和
子
さ
ん
の
ほ
場
で
野
菜
や

ハ
ー
ブ
の
栽
培
を
中
心
に
行
う

Ｃ
Ｓ
Ａ
（
地
域
支
援
型
農
業
）
に

つ
い
て
、
守
屋
晃
男
さ
ん
の
ほ
場

で
は
原
木
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
工
夫

な
ど
に
つ
い
て
話
し
を
聞
き
ま
し

た
。

続
い
て
、
瑞
穂
町
の
農
業
者
で

あ
る
野
元
裕
樹
さ
ん
、
森
尋
さ
ん

の
作
業
場
に
て
、
別
経
営
体
の
ふ

た
り
が
協
力
を
し
合
っ
て
行
う
営

農
の
特
長
な
ど
の
話
し
を
聞
き
ま

し
た
。

参
加
し
た
新
規
就
農
者
、
Ｊ
Ａ

都
青
協
の
役
員
な
ど
か
ら
は
、
大

変
に
勉
強
に
な
っ
た
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も

有
意
義
な
座
談
会
だ
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

武
蔵
村
山
市
農
委
会
（
加
藤
武

会
長
）
で
は
、
11
月
か
ら
12
月
に

３
地
域
で
開
き
、
①
都
市
農
地
制

度
、
②
地
域
計
画
策
定
の
状
況
な

ど
の
説
明
が
さ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
「
集
団
的
に
残
る
多
摩
開
墾
農

地
の
活
性
化
」
や
「
生
産
緑
地
の

保
全
対
策
」
な
ど
へ
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。　

菜
農
家
か
ら
の
意
見
の
ほ
か
、
畜

産
農
家
か
ら
は
「
経
費
の
高
騰
で

経
営
が
逼
迫
し
限
界
に
き
て
い

る
」と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

は
、
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川

で
「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
、

農
業
者
と
消
費
者
あ
わ
せ
て
94
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
お
い
し
い
野
菜
の
チ
カ
ラ
を

知
る
～
畑
か
ら
食
卓
へ
健
康
を
届

け
る
た
め
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
一
般
社
団
法
人
食
と
農
の
生
命

科
学
研
究
会 

代
表
理
事
の
丹
羽

真
清
さ
ん
の
講
演
後
、
農
業
者
と

消
費
者
の
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

「
野
菜
で
重
要
な
栄
養
素
を
摂

取
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

野
菜
の
栄
養
価
値
と
効
果
的
な
摂
取
法
を
学
ぶ

食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
に
農
業
者
と
消
費
者
が
参
加
・
交
流

再
生
産
可
能
な
農
畜
産
物
価
格
を
求
め
る

東
京
都
認
定
農
業
者
等
担
い
手
連
絡
会
議

都
内
新
規
就
農
者
の
勉
強
会
開
く

新
規
就
農
者
な
ど
34
人
が
参
加

意見交換会の様子

食と農セミナーの様子

原木シイタケの生育について説明する守屋さん（右）

農
業
者
と
の
地
域
座
談
会
を
開
く

国
分
寺
市
・
武
蔵
村
山
市
農
業
委
員
会


